
【取組内容①】 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるクラウド活用」

高森町立高森中学校（熊本県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

◯合唱コンクールに向けた音楽科での実践

【成果】
・個人の学習課題の設定や練習計画の作成により、自分なりの方法で主体的に学習に取り組む姿が見られ
た。（指導の個別化と学習の個性化）

・個人の学習課題や練習計画をクラウドで共有することで、各個人が１単位時間の授業で取り組むことが
視覚化され、同じ目的を持つ友達同士で学びを深める姿が見られた。

学び方の選択

個人練習 同じパートの人と練習
生徒一人一人が「学習のめあて」を達成す
るために、個別の学習課題（練習で意識し
ていくこと）を設定

各自がめあての達成に向けて計画した方法（練習の
形態、時間など）で練習を進める

動画リンク

https://drive.google.com/file/d/1RHIhml0MCLUoGX2yx7nq2sQ-JHiDCdu5/view?usp=drive_link


【取組内容①】 外部専門家（放送局）による授業の実施（高森東学園とのオンライン授業）

高森町立高森中学校（熊本県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

◯高森ふるさと学（総合的な学習の時間） 「子ども議会に向けて」

高森ふるさと学「子ども議会に向けて」の授業で、放
送局の方をお招きして講話をしていただいた。

本校だけでなく、町内の学校とも連携を図りながら「子
ども議会に向けて」の取組を進めている。そのため、今
回の講話もオンラインで２校を繋ぎ、同じ講話を聞いた。

【成果】
・アナウンサーの方から話し方の指導をしていただい
たことで、表現力を向上させることができた。

・発表の場面で、意欲的に話し方の工夫をしようとす
る生徒が多く見られた。

【講話の内容】
〇収集した情報を取捨選択し、第三者に伝えるための
ポイント

〇「子ども議会」での提案に向けて、生徒の発表の様
子を見てもらい、相手に的確に伝えるポイント（表
現力）についての指導



【取組内容②】 理科における授業と家庭学習の連動を意識した単元デザインの工夫

高森町立高森中学校（熊本県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

どの物質も同じような結果になるのかな？
粒子モデルを使って考えてもいいね。

②教師はコメント機能を活
用して、フィードバック
を行い、次時の課題設定
をサポートする。

◯端末の日常的な持ち帰りによる授業と家庭学習の連動

①「もっと調べたい」
「疑問に思った」と
う視点で振り返りを
行う。

もしかすると、他の物質でも全て同じ結果になる
のではないかな。

物質は状態変化するときに、体積と質量の変化の
仕方に決まりがあるのかもしれない。

物質の溶け方のときのように粒子モデルを使って
考えてみたらどうかな。

家庭学習での生徒の思考

学習課題
物質の状態変化と体積・質量の関係を
粒子モデルを使って考察しよう。

③家庭学習で、前時の振り返りから次時の学習
課題を個人で設定した。これにより、次時の
学習への意欲が向上し、次時の学習の見通し
を持つことができる。これらを習慣化するこ
とで授業と家庭学習の連動を図り、学びを深
めていく。

【成果】
教師からのフィードバックを家庭で確認することで、授業での
学びと連動させることができた。また、「もっと調べたいこ
と」や「疑問に思ったこと」を視点にして振り返りに記入する
ことで、生活や他教科と関連付けて考えることができた。

い



【取組内容③】 クラウドやシンキングツールを活用した職員会議や校内研修の効率化

高森町立高森中学校（熊本県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

クラウドにレジュメ（校内研修や職
員会議等）をPDF形式でアップロー
ドし、会議資料のペーパーレス化を
図っている。

連絡事項はコメント機能を活用し、リアル
タイムで共有化を図る。

職員会議や校内研修の際に必要な資
料はクラウド上にアップロードし、
リンクを貼って閲覧できるようにし
ておく。

【成果】
・会議資料を印刷したり、綴じたりする必要がなくなったことで、資料作成にかかる負担を軽減すること
ができた。

・クラウド上に資料やコメントでの連絡事項を保存することで、時間や場所を問わず確認することがで
き、情報共有を行うことができた。



【取組内容③】 クラウドやシンキングツールを活用した職員会議や校内研修の効率化

高森町立高森中学校（熊本県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

◯校内研修におけるシンキングツールの活用

職員向けのアンケート（職員会議や校内研修に活用する）等は
アンケートフォームを活用し、効率的に情報を収集し、整理で
きるようにしている。

◯効率的に情報を収集するためのアンケートフォームの活用

校内研修のグループ協議
の際に、シンキングツー
ル（クラゲチャートやX
チャートなど）を活用し、
思考の可視化を図る。

【成果】
・情報の収集にかかる時間を削減することができ、効率よく校内
研修を進めることができた。

・思考を可視化し整理していくことで、意見共有が容易になり、
研修における学びを深めることができた。

・ICTを積極的に活用することで、教師の情報活用能力を向上させ
ることができた。



【取組内容④】 先進事例を発信するための町内外への授業公開の取組

高森町立高森中学校（熊本県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

◯授業力向上や参加者への普及を目指した授業公開

【成果】
授業公開を行い、町内外の先生方や有識者の先生
からご意見をいただくことで、研究の方向性を再
確認することができた。また、授業公開に向けて
授業研究会を重ねることで、本校職員が授業力向
上に向けて学ぶ機会になった。

高森町では１０年間、高森町「新たな学び」研究発表
会を行ってきた。地域内外に各学校の先進事例を発信
し、当該校の授業力向上や参加者への普及を目指して
研究発表会を行ってきた。令和５年度からは新たな形
を模索しながら、公開授業の取組を行った。

授業後は、有識者の方をお招きして協議を行い、町内
職員や参加者の学びを深めている。

動画リンク

http://drive.google.com/file/d/1qWRAFXyvD5qPjLalyCKyjMhW7Ny3nwKz/view
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